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解 (Editorial) 

 

親愛 ノカ ウ 愛好家 殿 

31 回国際 Gymnocalycium 日- Radebeul(Dresden イツ) 

 

  Massimo Meregalli 

 

 9 4 日(金曜日) 6 日(日曜日) Radebeul 開催 Gymno 日 非常

興味深く 友好的 科学的 重要 会議 会合 主題 ウ アイ

Gymnocalycium 種  

 金曜日 夕方 Volker Schädlich 彼 2015 年 ア旅行 写真 使 旅行談

示  話 最初 々 ア Chaco 高いアン 山脈 連 行

明 前景 Gymnocalycium 風景 サ ン 極 素晴 い

明 見  

 会合 科学的 部分 土曜日 朝 Wolfgang Papsch 始 彼 複雑

G. hyptiacanthum - G. netrelianum - G. uruguayense - G. guerkeanum び 分

類学種 関連 他 前 属 植物 扱 い 文献 明 Wolfgang

話 私達 信 い混乱 び 植物 命 法 い 君臨 複雑 認

識 可能 － ー 命 法的 混乱 様々 個体群 解釈

い 分類学 疑念 え 越え い う  

 Ludwig Bercht 前 解釈 様 文献上 意見 共 ウ アイ 定住

種 関 議論 彼 G. artigas G. melanocarpum G. megalothelon

含 G. schroederianum 現在 G. platense 亜種 schroederianum G. hyptiacanthum

関連 種 可解 G. rauschii い 若干 感想 い 論  

 Massimo Meregalli G. hyptiacanthum 新 準標本 議論 新 準標本 場所

Lemaire 1839 原記載 植物間 詳細 比較 試 彼 え 新 準

標本 南ウ アイ 植物 選択 満足 いう大体 意見 あ

国際植物命 規約 原則 従え Kiesling 示 新 準標本 拒絶

ほ 可能 い 明  

 昼食 後 M. Meregalli 彼 コ ョン 植物 写真 G. hyptiacanthum -G. 

uruguayense 複合体 い い 個体群 い 知識 寄 追 Meregalli

特定 ー Bercht 提案 ほ 一致 い  

 彼 2 異 形態 範囲 限 個体群 ほ 完全

所性 見  1  2 異 形態 存在 得 示
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 Christian Hefti 栽 く 生息地 植物 写真 示 議論 わ

彼 陵 数 刺 長 本数 う いく 形態学的 詳細 分析 追

彼 特徴 植物 生息 高度 南北 分 比較 う

調査 豊富 材料 い ウ アイ 中心 北西 地域 い 個体群

非常 強い刺 少 い陵 非常 典型的形態 持 明白 見え 花 ウ

アイ 中央 黄色 北 分 域 ン 色 白 い色 時折

黄色 花 植物 後 いく 個体群 中 存在 中部ウ アイ

白い花 持 1 本 植物 現在知 い タイ G.uruguayense

相当  

  ウ アイ南部 植物 い 小 く 赤 部 持 持 い

細い刺 多く 陵 持 常 黄色 花 タイ G. hyptiacanthum

び G.netrelianum 相当 東ウ アイ び 南西 Rio Grande do Sul

標本 常 黄色 花 持 国 南東 地域 植物 密接 関係 あ う

見え  

 Ludwig Bercht Massimo Meregalli 命 法 研究 ウ アイ植物 分類学

完了 結果 来年 Schütziana 発表  

 Norbert Gerloff 南東 Rio Grande do Sul ウ アイ間 境界 Acegua 周辺 非

常 興味深い 極 隔離 個体群 い 若干 感想 え

G. uruguayense G. denudatum 中間 特徴 示  

 最後 Jaroslav Prochazka 彼 1999 年 ウ アイ 旅行 多く サ ン

個体群 く 色々 ウ アイ 生活 び都 様相 特色 生息地 いく

イ 明  

 会合 ー 議論 終え 後 私達 Volker Schädlich G. megatae 極 正

確 ゼン ー ョン アイ ア Chaco 戻

前 義語 文献 信 いほ 多く 個体群 植物 生息地写真 議論

Volker 確実 現在 種 最 素晴 い知識 持 彼 新 い分類学的ア

ーチ 提案 私達 近い将来 ャー 者 提出 希望  

 Franz Berger 短い寄稿 私 珍 い G. angelae 写真 示

わ 絶滅 瀕 い 種 今 生息 い 大牧場 所 者 注意 知恵

非常 小 生息地 効率的 保護 い う 彼 誰 自然 植物

集 許  

 Norbert Gerloff 彼 何人 コ ター 一緒 見 G. horstii 個体

群 特 強調 彼 25 年間 Rio Grande do Sul 旅行 発表 日 終え  

 日曜 朝 Gymno 日 Horst Kallenowsky 長い旅行中 ア ゼンチン中部 見

Gymnocalycium び他 サ ン 植物 発表 統合  

 会議 Gymno ー ン ー び参 者 対 大

発表 非常 刺激的 率直 議論 活気 他 人 寄稿 発表 自身 意

見 再考 準備 い 誰 々全員 最大限 対話 科学的 部分

私 多く 新 い知識 獲得 可能  
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 い う 々全員 共 素晴 い友情 混

い い食物 い い ー ワイン 何故駄目 う  

 

 々 Iris Blanz (Fernitz, Austria)女史 Brian Bates (Bolivia)氏 英語 翻訳 サ ー

い Graham Charles (United Kingdom)氏 日本語 翻訳 Takashi Shimada

氏 々 出版物 ーサイ ( http://www.cactuspro.com/biblio/) Daniel     

Schweich (France)氏 心 感謝 意 表 い 思い   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Radebeul Gymno-会合 写真：Ludwig Bercht 
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概要 

 SCHÜTZIANA 6(3)2015 解 Massimo Meregalli Carmagnola 第 9 回 Gymno

日 参加者間 分類群 Gymnocalycium leptanthum び G. parvulum 関 活発

議論 既 言及 過去 現在 極 異 方法 解

釈 Carlos Spegazzini 博士 述 2 Gymnocalycium 種 両方 分

類群 関 文献 詳細 研究 起源 外観 関 ン え

従 G. leptanthum 産地 限定 Spegazzini 明 1925

彼 論文 G. leptanthum G. parvulum 写真 互い 間 い

後 混乱 寄  

 

キーワー : Gymnocalycium Gymnocalycium leptanthum Spegazzini 

 

序論  

 ゼン ン 菌類学者 Carlos Spegazzini 博士(1858-1926 彼 主 研究分 真菌

類 離 維管束植物 集中的 注意 捧 彼 属

多 他 植物 加え1896 1925 間 70 超え 新 いサ ン 述

中 現在 Gymnocalycium 属 割 当 13 分類学種 あ

 

  Gymnocalycium spegazzinii Britton & Rose(Echinocactus loricatus Spegazzini 述

) G. baldianum Spegazzini G. bruchii (Spegazzini) Hosseus 全 疑う余地 あ

一般的 G. brachypetalum Spegazzini 述 G. gibbosum (Haworth) 

Pfeiffer ex Mittler (var. cerebriforme Spegazzini var. chubutense Spegazzini var. leonense 

Spegazzini) 変種 一 数え 一方 長い間誤 解釈 G. platense 

(Spegazzini) Britton & Rose 定 明確 (Papsch 2015) E. gibbosus var. 

ventanicola Spegazzini (当初 E. ottonis Spegazzini non Link & Otto い )
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現在 G. reductum (Link) Pfeiffer ex Mittler 異 種 考え い (訳者

注; non Link & Otto Link Otto 述 後続 無い 言う意味 後

続 異 基準標本(Type) 基 全 綴 学 ン 分類群 対

式 発表 い 学 ) 

 述 残 Gymnocalycium 種(G. leptanthum (Spegazzini) Spegazzini G. 

parvulum (Spegazzini) Spegazzini G. stuckertii (Spegazzini) Britton & Rose; G. stellatum 

(Spegazzini) Spegazzini) 過去 大 論争 主題 現在 存在  

 2015 Carmagnola Gymno 日 分類学種 leptanthum parvulum 議論 対象

前 特定 産地 植物 割 当 う

植物 う 見え Meregalli 2015 言う質問 出 Meregalli 

2015 質問 答え ン Spegazzini 最初 述 La Plata 博物館

Spegazzini 預 発表 写真 文献 更 資料 中 あ  

 

議論  

 当初 G. leptanthum G. parvulum C. Spegazzini Echinocactus platense 変

種 述 著者 新 い変種 い 簡 述 詳細 産

地 関 言及 彼 Echinocactus platensis Spegazzinii い

生息地 ン (pampine)山脈 乾燥 い 山 地域 び Córdoba 周辺 置

言及 ("Vulgatus in montuosis aridis Sierras pampeanus (Ventana, Curámalál, 

Olavarria etc. et prope Córdoba") (訳者注 括弧 ン語 分 範 翻訳 産地

乾燥 ン 山地(Ventana Curámalál Olavarria 他 Córdoba 周辺)) ン

山脈 詳述 確 E. platensis 指 従 Córdoba 周辺(prope) いう

述 変種 産地 示 (Spegazzini 1905)  

 20 後 変種 詳細 研究 ン 種 変え 後 彼 産地

確 指定 G. leptanthum 関 彼 Cosquín 周辺(コ 州) 乾燥

岩 多い丘 言及 (Hab. En las colinas secas y pedregosas de los alrededores de 

Cosquín, provincia de Córdoba") (訳者注;括弧 ン語 意味 )  G. parvulum

い 彼 産地 San Luis 山脈 岩 多い乾燥 丘 明言 ("Hab. En las 

colinas más pedregosas y secas de la sierra de San Luis")(訳者注;括弧 ン語 意味

) (Spegazzini 1925) 

 証拠 Spegazzini 詳細 産地 見 出来 ?  G. leptanthum 場

合 最初 述 役 立 Córdoba 周辺 言う声明 益 価値 殆 あ

多 情報 1925 論文 集 植物 Cosquín

周辺 来 言う情報 狭  

 番号 LPS 23076 La Plata(訳者注; 植物標本館 Museo de La Plata Herbarium (LP)

) 蓄積 い 標本資料 ー 証拠 種 実際 言及 地域

来 推論出来 R. Kiesling 植物標本 ー N. 43 E. platensis f. leptantha

Córdoba 18-I-99 基準標本( 標本) び (Kiesling 1984 Katinas

植物標本 ー び (Katinas et al. 2004) (訳者注; (選
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定基準標本) 原発表 時  ( 基準標本) 指定 場合

在 明 場合 原資料(original material) 法 指定 1 個 標

本又 解) 標本 ー 2 花 特 関心 あ 言及

日付 わ 1899 1 18 日  

 1898 11 1899 2 間 Spegazzini 生 Theodor Stuckert(1885

〜1903 薬剤師 1903 始 コ 科学教授) 一 Córdoba 州 植物

研究 収集 (Katina et al. 2000) 収集物 Stuckert 預

多 植物標本 ー 様々 植物標本 中 見 期間中

収集 標本  コ 州 来  

(参照; www.tropicos.org/PersonPage.aspx?personid=9462&tab=specimens) 

 

 日付 1899 1 18 日 対 選別( ー) Stuckert 5 個 植物標本 ー

選び  

➣ Stuck 6202 Cordoba, 5 km to the west 

➣ Stuck 6266 Malagueño 

➣ Stuck sn Sierra Ochoa 

➣ Stuck 6184 Santa Maria de Punilla 

➣ Stuck 6208 Sierra de Achala 

 

 

 

 

Map 1 コ 大学植物標本館(CORD) Stuckert 預 い 植物標本

産地 
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  La Plata 植物標本館 日 Spegazzini 別 植物標本 ー N 42 E. grosse 

gibbosus affinis 18-I-99 (訳者注 ン語 意味 明 大 E. gibbosus 類似 言う意味? )

存在 Spegazzini 収集 1899 1 22 日

Stuckert 1899 1 10日 1 22日 間 集 植物標本 ー Córdoba

周辺 Córdoba 西部 来 高い可能性 々 Spegazzini G. leptanthum

標本 言及 一 場 時間 Stuckert 共 小旅行中 収集

結論付 出来 Santa Maria de Punilla Cosquin 付近 隣接 い

Spegazzini 産地表示 理  

 

G. leptanthum 外観 

 1905 G. leptanthum 最初 学術 載 Spegazzini 変種 胴体 形状 色

陵数 直接 前述 変種 Quehliana 様 述 直径 高 3.5cm

押 球形 青 い 色 瘤 あ 8 11 個 陵数 持 い 意味

(Spegazzini 変種 quehliana 詳細)(訳者注; Gymnocalycium leptanthum 

(Speg.)Speg. Spegazzini 氏(1905 ) 最初 2 変種 var. parvula 

Speg. var. quehliana (F.Haage ex Quehl) Speg. 並 Echinocactus platensis Speg. 変

種 学術 載 ) 胴体 密着 7 本 強い 真 直 湾曲 側刺

持 花 直立 長 細 長 60~65mm 花筒 3 分 1 白い

花び 長 (訳者注; Echinocactus platensis c leptantha

述) 彼 変種 d parvula 変種 c Quehliana 比較 (訳者注; b Quehliana 間

い) 述 丸い卵形 小 い 小 い胴体(直径 高 10-30mm)

汚 色 色 外観 大抵 多 瘤 あ 突 出 陵 持

5-7 本 明 い 灰白色 刺 剛毛 柔軟 胴体 密着 長 わ 2-4mm

Map 2 コ 大学植物標本館(CORD) Stuckert 預 発見 日付

1899 1 18 日 持 い 植物標本 産地 
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花 胴体 比較 大 い(長 45-60mm 細い花筒部 長 い

白い花び 凌  1925 Spegazzini 表題 Gymnocalycium leptanthum Speg. 

1/1 写真 発表 う 植物 サ 表 日付 元 写真

言及 Echinocactus stellatus Speg. 品種 ベ 付

(Katinas et al. 2004) G. leptanthum 述 相関 い

G. parvulum 述 比較 時 形状 刺 花 関 大 相似 あ

い 混乱 起 う G. leptanthum 間

解釈 長 続 誘発  

Fig. 1-3 G. leptanthum Speg. Spegazzini 1925 (1) 複製 Britton Rose 1922
複製 (2) G. leptanthum (LP)(3) 

Fig. 4 G. leptanthum Villa Sagrada Familia 
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 う 々 G. leptanthum 外観 実際 想像 ？ 1922

Britton Rose G. leptanthum 更 起源 詳述 ゼン ン

Fig. 6-9: G. leptanthum Icho Cruz (6); Carlos Paz (7) Tanti 東; Bosque Alegre (9)

Fig 5 G. leptanthum Aguilla Blanca 



7 
 

植物 彼 Cactaceae III 176 表示 発表 彼 Spegazzini

植物 G. leptanthum 定 述 (Britton & Rose 1922) 

 植物 Spegazzini 彼 述 使 非常 類似 い いあ

実 刺 配列 花 関 非常 良 明 相関 助 々

者 G. leptanthum 実際 外観 想像 明言 Spegazzini Britton 

Rose 写真 G. leptanthum G. platense 典型的 花 い 認

(Spegazzini 1925) コ ン 確 彼 G. leptanthum G. platense 明 異

特徴 指摘 目的  

 Cosquin 方角 ー G. leptanthum 胴体 述 良 あ

Gymnocalycium 種 見 広い意味 Britton Rose 植物

特徴 認識 Spegazzini 彼 G. leptanthum Britton

Rose 植物 特定 考え 明  

Fig. 10-15: G. leptanthum 花: Carlos Paz (10-12); Tanti (13); Va. Sagrada Familia (14), 
Bosque Alegre (15) 
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 1925 彼 基礎 書物 Spegazzini 植物 集中的 研究 後 分類群

leptanthum び parvulum 個別 種 見 い 言う見解 持 習性

特徴 別 花 異 特徴 彼 結論 出 (Spegazzini 1925) 

 

 次 7 基準 彼 花 調査 基礎 作  

1.  開花 瞬間 花 全体 長  

2.  形状 長 子 外径 

3.  花筒 長 部 色 

4.  鱗片 数 形状 大  

5.  花弁 外花弁 色 相対的 び絶対的 幅 長  

6.  一列目 2 列目 雄蕊 付着 花糸 葯 色 出 部(bare area)

部 雄蕊 分 花柱 い雄蕊(訳者注; 箇 良

分 い ) 

7.  花柱 色 長 び 雄蕊 付着 相関性(macrostylous, mesostylous, 

praquistylous) (訳者注 箇 良 分 い 花柱 雄蕊 置関係 示 用語 思

わ ) 

 

 基準 Gymnocalycium 属 種 対 彼 鍵(キー) 文書 次 鍵

分類群 leptanthum び parvulum 当  

1. 花 基部 い 細 子 多 少 発 常 目

見え                                     → 2 

2. 雄蕊 2 系列(訳者注 deries series 誤植 思わ ) 側 花柱 基部

他 側 雄蕊 花喉部 付 多数                → 4 

4. 柱頭裂片 5-8                                                              → 5 

4. 柱頭裂片 10-15                                                              → 8 

5. 子 長 花 全長 3 分 1 以 長 花 60mm 子 28mm= Gymnocalycium 

leptanthum 

8. 花 均的長 70mm 子 花 全長 4 分 1 短い (著者 : 花 全長

70mm 時 子 17 mm 短い )                             → 9 

9. 花柱 細長 柱頭 側 雄蕊 超え 部 雄蕊 超え  

→ 13 

13. 花弁 花筒 長 長い 花被 側 逆 錐形状 盤状      → 14 

14. 花弁 30mm 短い 花柱 側 雄蕊 短い                 → 15 

15. 子 花被 全長 5 分 1 (著者 : 花 全長 70mm 対 14ｍｍ 初

発表文 花 長 適用 場合 長 わ 約 10mm                   → 16 

 (訳者注; 現在 G. parvulum い 種 子 短 い う 思う 原 載

細い花筒部 長 い 白い花び 長い あ ) 

16. 子 盤状 殆 筒状 外側 花被 坦 交わ = Gymnocalycium parvulum 
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 Spegazzini 花喉部 色 関 言及 い 興味深い 彼 鍵(キ

ー) 要 G. leptanthum 関 彼 明 彼 長い柄形状 子 言

及 特徴 Britton Rose 示 植物 花 見 出来 多分

写真 推論 う 白い花柱 色 い 6 個 柱頭裂片 持

部 花糸 中央  

 Spegazzini 論文 寸法 詳細 考慮 次 部 寸法 次 う

: 短い花び 比 子 著 長 花 全長 60-65 mm 子 28 mm 花筒

長 19 mm 大 花弁 15 mm 長い 花 寸法 多 少

広い変異 あ 考え  

 

結論 

 文献 植物標本館 サン 分析 基 々 Spegazzini 1899 1 18 日

Cosquin 近 Stuckert 一 小旅行 G.leptanthum 見 いう 確

実 結論 最初 述 種 形状 G. quehlianum

似 い 刺 出方 花 異 1925 彼 論文 加え 写真

1 個体 特徴 述 一致 当初 G.stellatum sic!( G.stellatum 似 )

い (Kiesling 1984)  Spegazzini Britton Rose 植物 G. leptanthum 認

定 彼 植物 酷似 い いあ (訳者注 sic ン語 ～

う 言う意味)  

 形状 花 い 述 対応 Britton Rose 植物 非常 類似 い 植物

Cosquín 多 場 生育 う G. leptanthum

G. parvulum 形状 刺 配列 異 あ Spegazzini G. 

parvulum 花 花筒 坦 交わ 非常 短い子 多 柱頭裂片 長い花弁

特 G. leptanthum 異  

Fig. 16-18 G. leptanthum 花断面 Carlos Paz (16) Tanti (17) Va. Sagrada Familia(18)
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 (訳者注 W. Papsch 氏 結論 Spegazzini G. leptanthum 原 載 Cosquin 周辺

植物 言う Cosquin 周辺 多 Gymnocalycium 種 コ ー番号

知 い G. leptanthum G. calochlorum G.stellatum G. amerhauseri 

subspec. altagraciense 日本 G. leptanthum (和 麗富玉) 流通 い 種

古 あ 肌色 鼠色 最近 黒い肌色 ー ッ 入

い 肌色 鼠色 G. amerhauseri subsp. altagraciense 似 い

黒色 G. erolesii (=G. shroederianum subsp. boesii ) 非常 類似 い W. 

Papsch 氏 コ ー番号 G. calochlorum (和 火星丸) 見当 い G. 

calochlorum 含 広い種 G. leptanthum 考え い 思わ 実際H.Till氏

G. calochlorum G. leptanthum 変種 Till 氏 考え G. leptanthum

W. Papsch 氏 考え 一部 少 異 う 思い ) 

 

Gymnocalycium leptanthum (Spegazzini) Spegazzini 

Basionym(元 前) : Echinocactus platensis var. leptantha Spegazzini 

Cactacearum Plantarum Tentamen: 72.-Anal. Mus. Nac. Buenos Aires ser III, tom. XI 

(1905). 

Type(基準標本) : LPS 23076 "E. platensis ex Córdoba, forma leptantha 18-I-99" (SI, lecto) 

design. R. Kiesling 1984 228. (訳者注 SI ゼン ン ーウ ン研究 (Instituto de 

Botanica Darwinion) 植物標本館 略号 lecto. design. R. Kiesling R. 

Kiesling 指定 言う意味 ) 

 

胴体 坦  球形状 仔 出 群生 頭 植物 直径 18mm 高 4cm

鮮明 青 い 濃いオ ー 色合い 陵数: 10 (-12) 目立 あ 形状 刺

短い横溝 幅広 鈍い 状隆起 分  

刺 形 卵型 約 2×3 mm 多 白い綿毛 後 無  

刺 (6-)7-8(-9)本 縁刺 長 (6-)10(-12)mm 白色 時 茶色 い 柔 い 2

対 側刺 1-3 本 刺 側 指 刺 部 刺 無い 多 刺 多 少

胴体 向 い曲 長 細い刺 産地 傾向 気 付 出来  

花 完全 開花 時 長 60-65 mm 直径 50-55 mm 鱗片 多 無い 明 い縁

丸い 時々微妙 ン 色 短い筋 5-6×2.5-3 mm 外花弁 幅広 形状 青 い

色 オ ー ーン 花弁 形状 最 先 部分 時々細長 鋭い 長

15-29 mm 白色 時々微妙 ン 色 花筒 15-20mm 鮮や 赤 紫色

密室 狭 深 2mm 子 長 22-27 mm 縦長 逆 錐形 尖 い

端 直径 12mm 胚珠 完全 満 花糸 明確 第一列 2 列 分 白色

葯 黄色 花柱 白色 柱頭裂片 6-8 個 部 花糸 中央 到

中央 残  

果実 長い紡錘形状 花 着性 あ 残骸 付  
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種子 亜種 Gymnocalycium 黒色 0.9-1.1 x 1-1.2 mm 種皮細胞 キュー 形状(丸 根形

状 ー領域(HMR) い 幅広 ッ 形状 楕

形 い 突 出 周辺部 融合 明 い茶色 ; 珠孔 少 高  

 

分布 ゼン ン コ 州 Cosquín Bosque Alegre 間 海抜 700t 1000m

石 岩 わ 潅木 点在 草原 G. bruchii (Spegazzini) 

Hosseus G. monvillei (Lemaire) Britton & Rose G. amerhauseri subspec. altagraciense H. 

Till & Amerhauser Echinopsis aurea Britton & Rose Parodia mammulosa subspec. 

submammulosa (Lemaire) Taylor 共存  

Fig. 19-21: G. leptanthum 果実 Carlos Paz (19); Tanti (20); Va. Sagrada Familia (21)

Fig. 22-23: G. leptanthum 熟 種子 持 果実(22) 種子(23) 写真 Volker Schädlich
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危険 程  G. leptanthum 調査 生息地 数 見  

場 農業 わ 危険 あ 小 い

地域 個体群 人間 土地開発 採石業 影響 得 危険

状態 現在 LC 危険 考え  

 

Fig. 24: Gymnocalycium leptanthum Va. Sagrada Familia 

Map 3: G. leptanthum 分布域 
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写真: Wolfgang Papsch Fig. 23 Volker Schädlich 

Maps: Google Earth 
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 Franz Strigl Hans Till Gymnocalycium schmidianum 関 最初 コ ク

ョン 関 情報 殆 あ そ 主 し Franz Strigl 日記 記入 限定さ

い 最初 コ ク ョン 実例 写真 植物 こ 殆 人 知 い

Franz Strigl 文書 3 見 し 一枚 そ 生育 場所

植物 枚 輸入さ Strigl 植物 示し い  

 

キーワー : Gymnocalycium, Gymnocalycium schmidianum 

 

 Gymnocalycium schmidianum (H. Till & W. Till) Meregalli & Kulhánek 詳細 論文

主題 そ 2015 年 初 出版さ し (Meregalli & Kulhánek 2015) 

 こ 種 Franz Strigl Hans Till ゼンチン 彼 最初 旅行中 1987

年 10 月 18 日 Tinogasta 南 発見さ し そ 日 Hans Till 体調 悪く そ

産地 関 詳細 彼 旅行日程 見 彼 Tinogasta Famatina 途

中 わ 発見物 中 コ ク ョン番号 STO 60 G. hossei var. ferox そ く発

見し 言及 け  

 Franz Strigl 彼 フ ー 記録 さ 収集 詳細 書 そし 植物 G. 

hossei var. ferox 呼び 次 う 関連 記入 読 (Strigl 1987): 

60 道路 左側 山脈 Tinogasta 南東部 海抜 1600m 最初無駄 探索し 消耗し 後

最終的 山 ふ 激しく刺 出 い G. hossei v. ferox 球形 少し縦長 球形 直径

12-17 cm 高さ 13-18 cm 部 的 花 時々 未熟 青い果実 付 し い  

 種類 情報 こ 類群 議論 収集さ し 当然 28 年以上前

そし タ 写真 到来 前 生息地 写真 経済的 撮 し Strigl

Strigl 収集 そ 生息地位置 植物 複製 い 発見さ こ (Fig. 

1)  Till 健康 問題 そ 場所 訪 こ し し 彼 追

加 視覚的 資料 あ (訳者注 H.Till 氏 Gymnocalycium 8(1) 1995: 141-146

STO 60 基準標本 し こ 種 G. catamarcense subsp. schmidianum Till & W. Till

し 学術記載し し ) 
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 Strigl そ 記録 け 彼 こ 旅 持 え 彼 収集物 植物写

真 取 し そ 中 場所 STO 60 2 写真 彼 コ ク ョン

Fig. 1: Gymnocalycium schmidianum STO 60 18.10.1987 Tinogasta 南東 

Fig. 2: Gymnocalycium schmidianum STO 60 Strigl コ ク ョン 
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中 発見さ し (Fig. 2-3) 起源 確 日付 こ 見 け

し  

 

 別々 ー ー 元 フ BRAUN Multimag SlideScan 6000 助け

借 タ 化さ し  

 

感謝 
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